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　この度は，第 113 回近畿生理学談話会において
若手優秀発表賞を賜り大変光栄に存じます．現在
進行中の研究を評価して頂いたことを嬉しく思う
と同時に，身の引き締まる思いです．
　私は，大学院時代に初めてサル初期視覚野
ニューロンの情報処理に特化した堅実で洗練され
た神経発火を肌で感じて以来，脳の情報処理の神
秘性に魅せられています．大学院時代には，脳へ
の初期入力段階である視覚皮質での感覚情報処理
について，博士研究員時代には，脳からの最終出
力段階である運動野での情報処理について，さら
に入出力までの情報変換過程を担う機能の一つで
ある記憶や学習に関する情報処理について，様々
な実験手法を学びながら研究して参りました．現
在は，脳の入口付近に再び戻り，未だに謎の多い
味覚の情報処理について研究しております．
　視覚や聴覚など他の感覚研究と比較して味覚研
究が遅れている理由の一つに味覚情報処理に関与
する神経回路が複雑であることが挙げられます．
加えて，味覚伝導路は口腔内の体性感覚や内臓感
覚を司る神経核と近接しており，従来の神経活動
記録法ではこれらの一見すると味覚応答性の活動
に類似した神経活動を示す細胞のデータが混入し
てしまいます．さらに，物理感覚と比べて時間解
像度の低い化学感覚特有の刺激呈示もまた，高時
間解像度で高精度な味覚情報処理の解析を阻んで
きました．
　本発表では，これらの問題を克服すべく，これ
までに培った多細胞同時発火記録法や光遺伝学的
手法などの実験技術と本教室で独自作出したマウ

スを組み合わせることで味覚伝導路に属する細胞
を高精度に同定し，ノイズフリーの味覚応答性細
胞の記録に成功したことを報告しました．今後は，
さらに記録数を増やすことで情報処理の本質に迫
る解析を行うとともに複雑な味覚神経回路を構築
する細胞を種類毎に同定することで神経回路レベ
ルでの情報処理を解明し，味覚情報処理の全容解
明に挑みたいと考えております．
　末筆ではございますが，私はこれまで多くの先
生方からのご指導とご支援を賜りました．樽野陽
幸教授をはじめ，これまでにご指導頂いた先生方，
共同研究でお世話になった先生方に深く感謝申し
上げます．今回の受賞を励みに，より一層生理学
研究に邁進して参ります．
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